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【手続補正書】
【提出日】平成20年7月4日(2008.7.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一の映像信号伝送装置の出力に信号ケーブルを介して接続可能な入力端子を有し、当
該入力端子からの映像信号が入力されるデイジーチェーン接続入力回路と、
　第二の映像信号伝送装置の入力に信号ケーブルを介して接続可能な出力端子を有し、当
該出力端子からの映像信号を出力するデイジーチェーン接続出力回路と、
　映像信号を出力する映像信号出力機器に接続可能であり、当該映像信号出力機器から入
力される映像信号を前記デイジーチェーン接続出力回路に出力する映像入力回路とを備え
、
　前記デイジーチェーン接続入力回路及び前記デイジーチェーン接続出力回路は直流結合
回路により構成され、
　前記映像入力回路は、前記映像信号出力機器と前記デイジーチェーン接続出力回路との
間を接続状態又は非接続状態に切り替える切替部と、前記切替部の出力に接続される第一
の出力トランジスタとを有し、前記切替部は前記映像信号出力機器と前記デイジーチェー
ン接続出力回路との間が非接続状態の場合に、前記第一の出力トランジスタに０バイアス
をかけ、前記第一の出力トランジスタをカットオフし、前記映像信号出力機器と前記デイ
ジーチェーン接続出力回路との間が接続状態の場合に、前記第一の出力トランジスタは前
記映像信号出力機器の出力信号のバイアスによりオンし、前記デイジーチェーン接続出力
回路から前記映像信号出力機器の信号を出力し、
　前記デイジーチェーン接続入力回路は、前記第一の映像信号伝送装置から映像信号が入
力されない場合、オフとなり、前記第一の映像信号伝送装置から映像信号が入力された場
合、前記映像信号のバイアスによりオンする第二の出力トランジスタを有する映像信号伝
送装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の映像信号伝送装置であって、
　前記映像入力回路は、前記映像信号出力機器から入力される映像信号の基準レベルを所
定のレベルにクランプするクランプ回路を有する映像信号伝送装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の映像信号伝送装置を複数備える映像信号伝送システムであって
、
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　複数の前記映像信号伝送装置の切替部を制御し、一つの映像信号出力機器を選択する操
作入力装置を有する映像信号伝送システム。
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